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※事務局記入欄 

№ 123 

【様式２】 

エントリー学校名： 
岩手県 一関市立花泉小学校  

活動名：予算を獲得し学校を変える  ～ 特別支援学級新設をコーディネート ～ 

解決すべき課題︓ 

 特別支援学級３学級設置の決定を受けて、計画を立て予算を要求し、改修や購入を実施すること。 

目標・方針 
１ 学校で唯一の教育行政職員として経験を活かし学校現場の教員と市教委事務局等とのコーディネートを 
積極的に行うこと。 

２  市教委事務局からの指示や予算配当を待たずに、積極的に施設改修や備品物品購入計画を立て、
「新年度予算」、「予算再配当」、「既配予算」等、対応する財源や執行時期を勘案しながら予算担当課
に要求を行うこと。そして令和２年３月末までに改修や購入を完了させること。 

３ 令和元年度研修の内容を、学校現場の仕事に活かし、役立てること。 
（1） 学校組織マネジメント 北神正行先生 3 つの視点より⇒学校の資源をつなぎ、カネを外からとってくる。 
 (2)  財務マネジメント 田中真秀先生 学校改善と学校財務より⇒子どもの学びを組織的に豊かにする. 
      ビジョンが必要 校長・副校長・教員と事務職員が同じ言葉で語り合う場面が必要 

活動内容︓ 

１ 予算要求するにあたり、チーム学校として校長、副校長、特別支援コーディネーターと打ち合わせを行い、
施設改修・備品物品購入計画を教員とともに立て、学校から積極的に動く姿勢をとることを確認し起案し決
裁を受け学校の事業として実施した。 

２ 市教委事務局の特別支援教育担当指導主事への働きかけ、教育総務課や市建設課、地域振興課へ
改修計画を直接持ち込み打ち合わせを行った。学校事務職員としての立ち位置を活用し計画・調整・予算
要求・執行等をコーディネートした。 
３ 「特別支援学級設置」という根拠をもとに、必要な施設と備品物品等を「予算要求的な資料」にまとめ、
「的確な時期」に、「的確な相手」に「必要なアピール」を行い、これにより必要な予算を獲得した。 

４ 施工業者対応について、作業の進行計画、日程の調整、現場での安全計画の確認等を行った。また障 
がいを持つ児童の細かな状況を聴き取り、現場の打ち合わせを行い施工内容の調整を行った。 

活動の成果︓ 
１ 新しい教室にはじめて入る際の児童の笑顔を見ることができた。 
２ 施設改修計画・備品購入計画説明資料⇒教室配置図と必要備品の調達計画の一例⇒右表１参照 
３ 特別支援学級設置決定の動きと予算関係の動きの時期の説明図⇒右表２参照 
４ 児童の障がいに応じた調整を教員と業者で行い施工に活かした⇒児童への配慮事項と調整右表３参照 
５ おおむね計画のとおり予算を獲得し準備ができた。⇒予算措置と施設改修の一覧表 右表４参照 

アピールポイント（アイディアや工夫）︓ 
予算は通常、行政機関においては法的根拠や首長の政策に基づき、要求し、査定され、議会を経て獲得

されるものである。そして事業が展開され、行政効果が生まれるものである。しかしながら、学校にとって予算とは 

一方的に配当されるものであり、その範囲内でのみうまく執行するのが従来の学校予算執行の形であり、学校
事務職員のスタイルであった。当該事案においては、学校事務職員も行政マンであり、そうであるからには、正
当な根拠と現場の必要性に即し、「学校現場から発信して予算を得て、学校現場で業者への細かな調整を
行い、事業を執行する」ことがさらに踏み込んだ、「主体性のある学校財務マネジメント」であると考え、あえて役
所の予算要求的にアレンジして当該事業を実施したものである。 
表１＜教室配置図と必要備品の調達計画の一例＞ 教員と打合せの上、作成し施設改修、予算要求時の説明に使用 他に２教室分の計画立案 

 
表２＜特別支援学級入級決定時期と予算要求の時期＞ 

 

 

 

 

 
 

 

表３児童への配慮事項と調整例 

・洋式トイレ手摺り高さ・ペーパーホルダー位置・避難スロープ 

段差・スロープ角度レベル調整・空気清浄機配置・床張替化学物

質配慮・エアコン設置位置・制御カバー取付・排水パイプ位置 

・業者安全措置 電機水道火気取扱等  

表４ 

・予算措置 需用費消耗品費１８９千円 一般備品費２２７千円 

・施設改修関係 床改修費８９４千円 エアコン設置３４０７千円 

        避難スロープ４５６千円 




